
























                統計数理研究所田辺國士
 正定値行列Aのチョレスキー分解
 （1）    P±λP二工Dム王（工：F三角行列，D：対角行列，P：置換行列）
におけるピボット（置換行列P）の新しい選択法を提案した．
 Lの第乞列ベクトルをム，Dの第ゴ要素をゐとするとき，分解（1）は
 （2）        PfλP＝a．Z1Zf＋a．Z．Z6＋…十a，Z，Z美，
と書ける．いいかえると，PfλPを部分和，
















 （5）      W＝llん一αタ（αタ）土／α列i，（ノ＝尾十1，…，m）
を最小にする添字ブを求め，それをノ（后）とする．ただし，んはm一々次の行列，o夕はんの
第（フー々）列ベクトルとし，αタはんの第（ノー后）対角要素とする．このとき，








             （W）2＝llん1ゴ（α。）f／α。1ほ
                ＝llん11多一2（α3んの）／α。十（llα。lll／α。）2
 （10）
                ≦llλ尾1修一（α払尾の）／αゴ
                ≦llんi1多一（llのlll／α。）2，
どたり，N！を最小にすることは，
（11）       ハ＝2（α3んの）／αr（llα。1姜／α。）2，
を最大にすることと同値である．また不等式（10）から，ハ。を最大にするプを選ぶ代りに
（12）         ハ＝（α3んα。）／α。，
（13）         ハ＝llα。11姜／α。，
を最大にするものを選ぶ方法も考えられる．
